
永
正
九
年
（
一
五
二
一
）
畿
内
に
初
め
て
梅
毒
の
流
行
が
あ
り
（
『
月

海
録
』
）
、
当
時
の
医
師
は
症
状
が
浸
淫
瘡
に
似
て
い
る
の
で
そ
の
薬

を
使
っ
て
治
療
し
た
と
い
う
。

永
禄
六
、
七
年
（
一
五
六
三
’
四
）
『
道
三
師
弟
問
答
録
』
に
よ
れ

ば
唐
瘡
の
患
者
に
撒
児
沙
根
（
山
帰
来
・
土
筏
苓
）
軽
粉
（
水
銀
剤
）
を

使
用
し
た
記
録
あ
り
。

曲
直
瀬
玄
朔
（
一
五
四
九
’
一
六
三
一
）
の
『
医
学
天
正
記
』
に
も

ゴ
ム
腫
と
思
わ
れ
る
患
者
に
黄
連
未
に
軽
粉
を
混
じ
て
外
用
し
治
癒

し
た
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
は
南
蛮
寺
が
建
て
ら
れ
、
宣
教
師
は
多

数
の
梅
毒
患
者
を
収
容
し
治
療
効
果
を
上
げ
た
。
当
時
の
軽
粉
は
我

国
に
お
い
て
平
安
朝
の
こ
ろ
か
ら
お
し
ろ
い
の
原
料
と
し
て
生
産
さ

れ
た
も
の
で
、
甘
禾
の
一
種
で
容
積
は
甘
禾
の
四
倍
も
あ
る
軽
い
粉

で
そ
の
品
質
は
西
洋
の
甘
示
に
ま
さ
る
優
秀
な
も
の
で
あ
っ
た
。
内

京
都
に
お
け
る
梅
毒
小
史

藤
垣
亀

鮒

ク
ス
ペ
グ
ス
リ

服
・
散
剤
ま
た
は
丸
剤
と
し
て
そ
の
他
煉
薬
と
し
て
鼻
腔
か
ら
吸

入
さ
れ
た
。

香
月
牛
山
（
一
六
五
六
’
一
七
四
○
）
の
『
牛
山
活
套
』
に
よ
る
と

「
梅
毒
は
娼
妓
に
交
購
し
て
其
の
臭
穣
の
気
に
触
れ
て
伝
染
す
る
病

な
り
」
と
記
し
、
遊
里
が
伝
染
の
場
所
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。

慶
安
三
年
（
一
五
四
八
）
に
来
航
し
た
唐
船
七
○
隻
に
よ
っ
て
輸
入

さ
れ
た
生
薬
の
中
で
士
伏
苓
は
一
三
八
七
五
○
斤
、
水
銀
は
一
○
○

○
斤
と
記
さ
れ
て
い
る
。

香
川
修
庵
（
一
六
八
三
’
一
七
五
五
）
は
自
分
の
治
験
例
を
中
心
に

我
国
で
は
じ
め
て
梅
毒
学
を
確
立
し
た
。
三
証
一
病
説
を
と
な
え
梅

瘡
（
二
期
疹
）
・
下
宿
・
便
毒
（
横
疲
）
は
同
一
疾
患
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
結
毒
今
一
ム
踵
）
・
結
毒
上
気
（
梅
毒
性
痴
呆
）
が
第
三
期
以
降
の

梅
毒
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
胎
児
の
感
染
は
胎
内
で
お
こ
る
こ
と
を
指

摘
、
さ
ら
に
一
九
一
七
年
、
ワ
グ
ネ
ル
が
第
四
期
梅
毒
に
マ
ラ
リ
ア

発
熱
療
法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
約
百
五
十
年
前
に
患
者

が
発
熱
後
、
梅
毒
症
状
の
よ
く
な
る
こ
と
を
観
察
し
て
い
る
。

山
脇
東
洋
（
一
七
四
五
’
一
七
六
二
）
そ
の
子
東
門
（
一
七
三
四
’
一

七
八
○
）
は
京
都
に
お
け
る
梅
毒
の
名
医
と
い
わ
れ
た
が
、
弟
子
の
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永
富
独
哺
庵
の
『
徽
瘡
口
訣
』
に
よ
れ
ば
彼
の
使
用
し
た
処
方
も
土

伏
苓
・
軽
粉
で
あ
っ
た
。
た
だ
長
い
軽
粉
使
用
の
経
験
か
ら
水
銀
中

毒
に
は
非
常
に
細
心
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

橘
南
難
（
一
七
五
四
’
一
八
○
六
）
の
『
神
丹
秘
訣
」
に
生
為
乳
製

煉
法
が
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
水
銀
・
石
州
砒
・
硝
石
等
を

原
料
と
し
て
生
々
乳
が
製
煉
さ
れ
、
こ
れ
を
主
剤
と
し
て
有
名
な
駆

梅
剤
神
効
丹
が
作
ら
れ
た
。

西
洋
の
皮
層
病
学
が
科
学
的
な
形
式
を
整
え
た
の
は
十
八
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ブ
レ
ン
キ
菅
、
名
寄
惹
○
８
国
①
目
鼻

（
一
七
三
八
’
一
八
○
七
）
は
植
物
学
者
リ
ン
ネ
の
方
式
に
よ
り
皮
層
病

の
分
類
を
し
た
。
彼
の
梅
毒
学
（
一
七
七
九
）
は
有
名
で
あ
り
、
そ
の

藺
訳
は
吉
雄
耕
牛
・
杉
田
立
卿
に
よ
っ
て
我
国
に
紹
介
さ
れ
、
京
都

の
梅
毒
治
療
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

小
石
元
俊
（
一
七
四
四
’
一
八
○
八
）
は
『
徽
毒
握
機
訳
』
を
元
瑞

（
一
七
八
四
’
一
八
四
九
）
は
『
徽
毒
秘
説
』
を
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

に
出
し
て
い
る
。
な
お
小
石
家
に
は
元
瑞
の
「
処
治
録
」
十
五
巻
が

あ
り
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
よ
り
弘
化
三
年
（
一
八
四
四
）
ま
で

の
約
一
万
人
の
カ
ル
テ
を
含
桑
、
そ
の
中
に
梅
毒
患
者
の
治
療
が
多

く
み
ら
れ
る
。

日
野
鼎
哉
（
一
七
九
七
’
一
八
五
○
）
は
ジ
ソ
ン
ジ
ロ
Ｎ
Ｃ
邑
監
〕
〆
胃
．

国
９
号
の
蘭
訳
か
ら
徽
毒
一
掃
論
を
重
訳
し
、
水
銀
の
副
作
用
を

防
止
し
な
が
ら
治
療
成
績
を
あ
げ
る
方
法
を
詳
述
し
て
い
る
。

新
宮
凉
庭
（
一
七
八
七
’
一
八
五
四
）
も
『
駆
豐
斉
家
訓
』
に
遊
所

に
近
づ
く
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
彼
の
如
く
梅
毒
が
遊
里
に
お
い
て

感
染
機
会
が
一
番
多
い
と
唱
え
た
医
師
が
多
か
っ
た
に
か
か
わ
ら

ず
、
遊
女
を
検
梅
し
隔
離
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
医
師
は
幕
末
ま
で

遂
に
出
な
か
っ
た
。

文
久
二
年
（
一
八
六
三
）
来
日
し
た
ポ
ー
ド
イ
ン
は
熱
心
に
検
梅
を

説
き
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
京
都
府
顧
問
山
本
覚
馬
と
明
石
博
高
は

祗
園
一
力
楼
主
、
杉
浦
治
郎
右
衛
門
を
説
き
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）

七
月
大
阪
・
東
京
に
先
だ
ち
祗
園
神
幸
道
に
療
病
館
を
私
設
さ
せ
芸

娼
妓
の
疾
病
を
治
療
す
る
と
と
も
に
検
梅
を
実
施
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
明
治
三
年
正
月
八
日
西
新
屋
敷
（
島
原
遊
廓
）
梅
毒
療

養
所
の
新
設
計
画
が
あ
っ
た
が
、
経
済
的
な
理
由
で
廃
止
さ
れ
た
。

療
病
館
は
明
治
七
年
三
月
療
病
院
所
轄
と
な
る
。
明
治
九
年
（
一

八
七
六
）
六
月
三
日
京
都
府
は
駆
徽
規
則
を
制
定
し
、
祗
園
建
仁
寺

福
聚
院
に
仮
駆
徽
院
を
開
き
療
病
院
の
統
轄
の
も
と
に
検
梅
を
実
施

し
た
（
府
立
八
坂
病
院
の
前
身
）
。
九
月
十
三
日
に
は
伏
見
に
も
同
様
の
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療
病
院
所
轄
の
検
梅
所
が
で
き
た
。
駆
徽
院
か
ら
医
師
が
各
遊
郭
に

出
張
し
て
い
た
が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
遊
女
を
駆
徽
院
に
集
め

て
検
査
す
る
よ
う
に
改
め
た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
再
び
各
遊

郭
に
出
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
内
務
省

は
伝
染
病
規
則
を
制
定
し
七
月
に
府
立
療
病
院
が
河
原
町
に
新
築
さ

れ
、
駆
徽
院
の
患
者
が
増
加
し
た
た
め
祗
園
町
の
療
病
館
を
駆
徽
院

分
室
と
し
て
収
容
し
た
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
初
め
て
駆
徽
院
々
長
を
置
き
木
下
煕
が

初
代
院
長
と
な
り
、
翌
年
十
二
月
京
都
駆
徽
院
の
新
築
落
成
が
な
り

次
院
長
に
江
阪
秀
三
郎
、
三
代
目
に
江
馬
章
太
郎
が
任
ぜ
ら
れ
た
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
一
月
に
江
馬
章
太
郎
は
京
都
医
学
校
教

諭
と
な
り
、
我
国
で
初
め
て
皮
虐
科
梅
毒
学
の
専
門
教
官
と
な
っ

た
明
治
三
十
三
年
京
都
駆
徽
院
を
八
坂
病
院
と
改
称
し
、
こ
こ
に

京
都
娼
妓
検
査
所
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
の
年
間

患
者
数
は
二
、
七
六
四
名
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
京
都
大
学
設
立
と
共
に
三
十
五
年
に

な
り
、
外
科
の
猪
子
止
戈
之
助
が
皮
膚
科
梅
毒
学
兼
任
と
な
り
三
十

六
年
に
正
式
に
松
浦
有
志
太
郎
が
教
授
に
就
任
し
た
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
四
月
日
本
花
柳
病
予
防
会
が
発
足

し
、
こ
の
年
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
が
開
発
さ
れ
梅
毒
の
診
断
は
飛
躍

的
に
確
実
と
な
っ
た
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
・
秦
に
よ
り
サ
ル
今
ハ

ル
サ
ン
が
創
製
さ
れ
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
こ
に
な
っ
て
京
都

に
お
い
て
も
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
使
用
が
一
般
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。明

治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
府
立
八
坂
病
院
が
五
条
広
道
に

新
築
さ
れ
、
花
見
小
路
の
旧
病
院
か
ら
移
転
し
て
近
代
病
院
と
な

り
、
院
長
に
中
野
慶
次
郎
が
就
任
し
た
。
現
在
の
洛
東
病
院
の
前
身

で
あ
る
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
佐
谷
有
吉
が
京
都
医
専
教
諭
に
な
り
実
験

梅
毒
に
業
績
が
あ
っ
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
中
川
清
が
教
授
に

な
る
。大

正
八
年
（
一
九
一
九
）
松
本
信
一
が
京
大
皮
層
科
梅
毒
学
教
授
と

な
り
実
験
梅
毒
学
の
最
盛
期
を
迎
え
た
。
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
発
見
に

よ
り
梅
毒
の
治
療
成
績
は
画
期
的
に
上
昇
し
、
大
正
九
年
（
一
九
二

○
）
に
は
蒼
鉛
剤
も
併
用
さ
れ
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
よ
り
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
沃
度
剤
と
と
も
に
晩
期
梅
毒
療
法
に
効
果
が

あ
っ
た
。
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昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
マ
フ
ァ
ル
ゾ
ー
ル
が
登
場
し
、
我
国
で
は

使
用
は
遅
れ
た
が
終
戦
後
の
梅
毒
大
流
行
期
に
京
大
・
府
立
医
大
皮

膚
科
を
中
心
に
広
く
使
用
さ
れ
早
期
梅
毒
に
効
果
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
・
へ
’
一
シ
リ
ン
が
梅
毒
に
効
果
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
京
都
に
お
い
て
も
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
よ
り

実
験
的
に
治
療
を
は
じ
め
二
十
四
年
か
ら
急
速
に
普
及
し
た
。
二
十

五
年
度
の
梅
毒
激
減
に
効
果
が
あ
っ
た
。
。
へ
’
一
シ
リ
ン
療
法
の
普
及

に
よ
っ
て
梅
毒
と
の
長
い
戦
の
歴
史
も
次
第
に
終
焉
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
京
都
市
・
開
業
）

古
来
、
日
本
は
中
国
文
化
を
移
入
し
模
倣
し
、
そ
の
影
響
を
受

け
、
漢
字
文
化
圏
の
一
翼
を
担
っ
て
来
た
。
中
国
の
制
度
、
文
物
は

社
会
の
隅
之
ま
で
浸
透
し
、
知
識
人
は
中
国
の
読
書
人
を
そ
の
目
標

と
し
て
い
た
。
文
化
人
で
あ
る
医
官
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
思
考
方

法
か
ら
技
術
ま
で
す
べ
て
中
国
の
書
物
が
基
礎
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
状
態
は
、
例
え
ば
、
森
鴎
外
の
史
伝
を
ひ
も
と
け
ば
、
経
は
易
に

始
ま
り
、
集
は
曹
操
の
詩
賦
に
及
び
、
典
故
が
豊
富
に
引
用
さ
れ
そ

の
造
詣
の
深
さ
拡
さ
は
儒
学
の
専
家
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
期
、
欧
米
文
化
の
凄
ま
じ
い
流
入
に
よ
り
、
一

時
、
中
国
一
辺
倒
は
崩
壊
し
た
か
に
見
え
た
が
、
安
定
し
た
秩
序
維

持
の
た
め
の
道
徳
規
範
と
し
て
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
従
前
に
増
し

て
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
よ
り
多
く
の
人
為
が
こ
の
影
響
を
蒙
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
状
況
は
戦
前
ま
で
続
い
て
い
た
。
戦
後
は
過
去

中
国
伝
統
医
学
修
得
学
生
の

漢
語
素
養
に
つ
い
て

小

杉

順

一

(109）251


